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変更履歴

	項番
	変更年月日
	版数
	変更理由
	変更内容
項番

	01
	2013/12/01
	1.0
	新規作成
	

	02
	2015/04/24
	1.1
	IP Voice(ひかり電話)サービスの追加に伴う記述内容見直し
	1～9

	03
	2018/03/20
	1.2
	ダウンロード形式(ZIP形式)追加に伴う記載内容見直し
	10～14

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


変更内容

	項番
	頁
	レコード名等
	項番
	項目名
	変更内容
	変更
区分

	
	
	
	
	
	変更前
	変更後
	

	1
	2
	ダウンロードファイル名
	－
	－
	「C」固定
	「C」または「G」
	変更

	2
	2
	ダウンロードファイル名
	－
	－
	「PR」固定
	「PR」または「HR」
	変更

	3
	2
	ダウンロードファイル名
	－
	－
	「TF」固定
	「TF」または「TG」
	変更

	4
	4
	ファイル構成
	－
	電番管理レコード
	－
	記述追加

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
	追加

	5
	4
	ファイル構成
	－
	電番合計レコード
	－
	記述追加

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
	追加

	6
	6
	電番管理レコード
	8
	送付明細呼数
	－
	記述追加

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
	追加

	7
	8
	通話明細レコード
	13
	通話料金１
	－
	通話種別コードが「b（番号案内）」の場合と「b（番号案内）」以外の場合に分けて記載
	変更


	項番
	頁
	レコード名等
	項番
	項目名
	変更内容
	変更

区分

	
	
	
	
	
	変更前
	変更後
	

	8
	9
	電番合計レコード
	8
	合計金額
	－
	記述追加

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
	追加

	9
	9
	電番合計レコード
	12
	請求額
	－
	記述追加

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
	追加

	10
	1
	ダウンロードファイル作成条件
	－
	－
	自己解凍形式（exe形式）で圧縮されています。
	ダウンロード形式により自己解凍形式（EXE形式）、またはZIP形式で圧縮されます。
	変更

	11
	2
	ダウンロードされたファイル
	－
	－
	YYYYMMCBETZ
xxxxxxxxxxxx
000000n.exe
	YYYYMMCBETZ
xxxxxxxxxxxx
000000n.zzz
	変更

	12
	2
	ダウンロードされたファイル
	－
	－
	ファイル名の構成
	ファイル名の構成（イメージ）
	変更

	13
	2
	ダウンロードされたファイル
	－
	－
	「.exe」固定
	「.exe」または「.zip」固定
	変更

	14
	2
	ダウンロードされたファイル
	－
	－
	第4章　各機能と画面操作

３ダウンロードファイルの解凍

４ダウンロードファイルの結合
	第4章　各機能と画面操作

4.5.1データダウンロード
	変更


１．ダウンロードファイル作成条件

	項番
	項目
	内容

	1
	作成単位
	「請求年月」「契約番号」単位

	2
	使用コード
	シフトJIS

	3
	レコード長
	固定長（復帰改行コードが追加されます）

	4
	ファイル形式
	TEXT形式


＜注意＞

　BillingStationの「データダウンロード画面」からダウンロードされたファイルは、ダウンロード形式により自己解凍形式（EXE形式）、またはZIP形式で圧縮されます。
２．ファイル名
（１）ダウンロードされたファイル
	ファイル名称
	ファイル名

	ダウンロードファイル
	YYYYMMXXXXXxxxxxxxxxxxx000000n.zzz


　ファイル名の構成（イメージ）
　　YYYYMMX XX XX xxxxxxxxxxxx 000000 n .exe
    *1      *2 *3 *4           *5     *6 *7

　　*1：「請求年月」+「C」または「G」

　　*2：「PR」または「HR」

　　*3：「TF」または「TG」

　　*4：「契約番号」

　　*5：「000000」固定

　　*6：１ファイルのレコード数が3,000,000を超える場合にファイルが分割されます。

　　　　分割された場合に分割数（1～）が設定されます。
　　　　なお、ファイル分割されない場合は*5の直後に*7となります。

　　*7：「.exe」または「.zip」固定 
＜参照＞

　ダウンロードファイルの解凍　および、結合方法はBillingStation操作マニュアルをご参照ください。

　第4章　各機能と画面操作

　　4.5.1　データダウンロード

（２）解凍後に作成されるファイル

	ファイル名称
	ファイル名

	ファイル
	R00000


　ファイル名の構成

　　解凍・結合後のファイルの名称は固定となります。

３．ファイル仕様
（１）項目名レコード
項目名レコードは出力しません。

（２）区切り文字

各項目間は、区切り文字を使用せず連続して出力します。

（３）改行文字

各レコードの最終項目の後には、改行文字（CRLF）が付加されます。

（４）数値項目の編集

金額等の数値項目には囲み文字が付加されません。

例）11111

（５）文字項目の編集

請求番号等の文字項目には囲み文字が付加されません。

例）abcde

（６）項目の桁数

出力される項目は常に固定の桁数となります。
４．ファイル構成
ファイルには、（１）～（５）のレコードが ＜全体出力イメージ＞ の通りに出力されます。
（１）共通管理レコード
1レコードのみ出力

（２）電番管理レコード
課金先電話番号、サービス区分ごとに合算して1レコード出力

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは
合算対象に含めない
（３）通話明細レコード
1通話ごとに明細レコードを1レコード出力

（４）電番合計レコード
課金先電話番号、サービス区分ごとに合算して1レコード出力

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは
合算対象に含めない
（５）終了レコード
1レコードのみ出力

＜全体出力イメージ＞

	共通
	　
	共通管理レコード

	電番１
	　
	電番管理レコード

	　
	通話１
	通話明細レコード

	　
	通話２
	通話明細レコード

	　
	…
	…

	　
	通話Ｍ
	通話明細レコード

	　
	　
	電番合計レコード

	電番２
	　
	電番管理レコード

	　
	通話１
	通話明細レコード

	　
	通話２
	通話明細レコード

	　
	…
	…

	　
	通話Ｍ
	通話明細レコード

	　
	　
	電番合計レコード

	
	　
	　　　　…

	電番Ｎ
	　
	電番管理レコード

	　
	通話１
	通話明細レコード

	　
	通話２
	通話明細レコード

	　
	…
	…

	　
	通話Ｍ
	通話明細レコード

	　
	　
	電番合計レコード

	共通
	　
	終了レコード


５．ファイルフォーマット

（１）共通管理レコード
	項番
	項目名
	属性
	桁数
	内容

	1
	レコード識別
	文字
	1
	“1”を設定

	2
	媒体識別
	文字
	2
	“BS”を設定

	3
	予備
	文字
	6
	半角スペース6桁を設定

	4
	ファイル作成日付
	文字
	6
	運用日付を和暦YYMMDDに変換し設定

例）

運用日付が2013年12月1日の場合

“251201”を設定

	5
	料金月
	文字
	4
	請求年月を和暦YYMMに変換し設定

例）

請求年月が2013年12月の場合

“2512”を設定

	6
	料金群
	文字
	1
	群（“3”固定）を設定

	7
	媒体通番
	数字
	2
	01を設定

	8
	明細送付代表番号
	文字
	12
	契約番号を設定

例）

“N123456789”を設定

	9
	予備
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	10
	請求回数
	文字
	1
	“0”を設定

	11
	詳細群
	文字
	1
	“V”を設定

	12
	予備
	文字
	90
	半角スペース90桁を設定


（２）電番管理レコード

	項番
	項目名
	属性
	桁数
	内容

	1
	レコード識別
	文字
	1
	“2”を設定

	2
	明細送付代表番号
	文字
	12
	契約番号を設定

例）

“N123456789”を設定

	3
	予備
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	4
	子電話番号
	文字
	13
	課金先電話番号を設定

PHS・携帯（ハイフン編集あり）

例）07012345678の場合

　　“070-123-45678”を設定

050番号（ハイフン編集あり）
例）05012345678の場合

“050-1234-5678”を設定

上記以外（ハイフン編集なし）
例）0312345678の場合

　　“0312345678”を設定

	5
	予備
	文字
	1
	半角スペース1桁を設定

	6
	サービス区分
	文字
	2
	サービス区分コードを設定

（【コード定義書】ダイヤル通話明細内訳書（VoIP）の「サービス区分コード」参照）

	7
	予備
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	8
	送付明細呼数
	文字
	7
	同一「契約番号」、「課金先電話番号」のレコード件数を設定

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
※　左側の空桁に0を設定します

	9
	利用月日初日
	文字
	6
	半角スペース6桁を設定

	10
	利用月日末日
	文字
	6
	半角スペース6桁を設定

	11
	各種サービス番号
	文字
	11
	半角スペース11桁を設定

	12
	契約者回線番号
	文字
	13
	半角スペース13桁を設定

	13
	グループセキュリティ
	文字
	6
	半角スペース6桁を設定

	14
	出力形式
	文字
	1
	半角スペース1桁を設定

	15
	利用内訳コード
	文字
	2
	“03”（NTTコミュニケーションズ）を設定

	16
	お客様番号
	文字
	13
	半角スペース13桁を設定

	17
	ロケーションコード
	文字
	16
	半角スペース16桁を設定

	18
	ソートパターン
	文字
	1
	半角スペース1桁を設定

	19
	予備
	文字
	13
	半角スペース13桁を設定


（３）通話明細レコード
	項番
	項目名
	属性
	桁数
	内容

	1
	レコード識別
	文字
	1
	“3”を設定

	2
	明細送付代表番号
	文字
	12
	契約番号を設定

例）

“N123456789”を設定

	3
	予備
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	4
	子電話番号
	文字
	13
	課金先電話番号を設定

PHS・携帯（ハイフン編集あり）

例）07012345678の場合

　　“070-123-45678”を設定

050番号（ハイフン編集あり）
例）05012345678の場合

“050-1234-5678”を設定

上記以外（ハイフン編集なし）
例）0312345678の場合

　　“0312345678”を設定

	5
	サービス区分
	文字
	2
	サービス区分コードを設定

（【コード定義書】ダイヤル通話明細内訳書（VoIP）の「サービス区分コード」参照）

	6
	予備
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	7
	通信元電話番号
	文字
	13
	半角スペース13桁を設定

	8
	通話月日
	文字
	4
	通話開始日の月日を設定

例）

2013年12月31日の場合

“1231”を設定

	9
	通話開始時刻
	文字
	6
	通話開始時刻を設定

例）

12時00分00秒の場合

“120000”を設定

	10
	着信電話番号
	文字
	13
	着信電話番号を設定

※　着信電話番号が13桁を超える場合は、先頭から13桁を設定
PHS・携帯（ハイフン編集あり）

例）07012345678の場合

　　“070-123-45678”を設定

050番号（ハイフン編集あり）
例）05012345678の場合

“050-1234-5678”を設定

上記以外（ハイフン編集なし）
例）0312345678の場合

　　“0312345678”を設定

	11
	県名コード
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	12
	通話時間
	文字
	8
	通話時間を設定

例）123時間45分56.0秒の場合

　　“12345560”を設定


次項へ続く

（３）通話明細レコードの続き

	項番
	項目名
	属性
	桁数
	内容

	13
	通話料金１
	文字
	10
	通話種別コードが「b（番号案内）」以外の場合
　通話料金を設定
　整数部（9桁）+小数部（1桁）

例）
　1234.5円の場合

　0000012345を設定

通話種別コードが「b（番号案内）」の場合
　検索回数を設定
　整数部（9桁）+0を設定

例）
　3回の場合

　0000000030を設定

	14
	通話料金２
	文字
	10
	“0000000000”を設定

	15
	通話料金３
	文字
	10
	“0000000000”を設定

	16
	発信県名コード
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	17
	通話種別コード
	文字
	3
	通話種別コード＋半角スペース2桁を連結して設定

（【コード定義書】ダイヤル通話明細内訳書（VoIP）の「通話種別コード」参照）

	18
	昼夜別コード
	文字
	3
	昼夜別コード＋半角スペース2桁を連結して設定
（【コード定義書】ダイヤル通話明細内訳書（VoIP）の「昼夜別コード」参照）

	19
	フリーダイヤルサービス種別
	文字
	1
	半角スペース1桁を設定

	20
	地域コード
	文字
	3
	通話先対地コードを設定

（【コード定義書】ダイヤル通話明細内訳書（VoIP）の「地域コード」参照）

	21
	予備
	文字
	8
	半角スペース8桁を設定


（４）電番合計レコード
	項番
	項目名
	属性
	桁数
	内容

	1
	レコード識別
	文字
	1
	“5”を設定

	2
	明細送付代表番号
	文字
	12
	契約番号を設定

例）

“N123456789”を設定

	3
	予備
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	4
	子電話番号
	文字
	13
	課金先電話番号を設定

PHS・携帯（ハイフン編集あり）

例）07012345678の場合

　　“070-123-45678”を設定

050番号（ハイフン編集あり）
例）05012345678の場合

“050-1234-5678”を設定

上記以外（ハイフン編集なし）
例）0312345678の場合

　　“0312345678”を設定

	5
	サービス区分
	文字
	2
	サービス区分コードを設定

（【コード定義書】ダイヤル通話明細内訳書（VoIP）の「サービス区分コード」参照）

	6
	利用区分
	文字
	2
	半角スペース2桁を設定

	7
	予備
	文字
	1
	半角スペース1桁を設定

	8
	合計金額
	文字
	9
	同一「契約番号」、「課金先電話番号」の

通話料金を合計し、整数部最大9桁を設定

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
※小数部は切り捨て

※　左側の空桁に0を設定します

	9
	月間加減算金額
	文字
	9
	“000000000”を設定

	10
	区域内合計金額
	文字
	9
	“000000000”を設定

	11
	非希望時合計金額
	文字
	9
	“000000000”を設定

	12
	請求額
	文字
	9
	同一「契約番号」、「課金先電話番号」の

通話料金を合計し、整数部最大9桁を設定

ただし、通話明細レコードの通話種別コード「b（番号案内）」のレコードは合算対象に含めない
※小数部は切り捨て

※　左側の空桁に0を設定します

	13
	通話時間
	文字
	10
	“0000000000”を設定

	14
	予備
	文字
	40
	半角スペース40桁を設定


（５）終了レコード
	項番
	項目名
	属性
	桁数
	内容

	1
	レコード識別
	文字
	1
	“9”を設定

	2
	ＦＤ枚数
	文字
	2
	“01”を設定

	3
	総出力レコード数
	文字
	9
	共通管理レコード～終了レコードを含んだ

レコード数を設定

※10桁以上は先頭桁を切り捨て
※　左側の空桁に0を設定します

	4
	予備
	文字
	116
	半角スペース116桁を設定
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